










近年,免疫学のめざましい進歩により,慢性腎糸球体疾患に対する考え方も大きく変化し,

新しい様々な治療法が試みられている。1981 年 Imbaech らが,I.T.P,に大量のガンマグロ

ブリンを投与し,効果を見い出して以来,多くの疾患に使用され,現在,注目される治療法の

一つとなっている。腎疾患においてもこの大量静注ガンマグロブリン療法が施行され,一部

の腎炎に有効であるとの報告がある 1),2)。今回,我々はポリエチレングリコール処理免疫

グロブリン製剤を,IgA 腎症 1 例及び non-IgA 慢性腎炎 2 例に使用する機会を得,臨床効果

の共に,リンパ球サブセット,補体,免疫複合体及び免疫複合体可溶化能に及ぼす影響を検

討したので,若干の考察を加えて報告する。 


